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大
坪
併
治
著
『
訓

古川

資

料

司iI点資料の研究

大
坪
併
治
博
士
の
大
著
「
訓
点
資
料
の
研
究」
は 、
平
安
時
代
の
許
多
の
訓

点
資
料
の
中
か
ら 、
高
野
山
竜
光
院
所
蔵
の
「
妙
法
蓮
華
経」
七
巻
(
巻
第
三

欠)
の
明
算
(一
O
二

でl一
一
O
六)
加
点
本
と 、
天
理
図
書
館
及
び
京
都

国
立
博
物
館
分
肢
の
「
南
海
寄
帰
内
法
伝」
三
巻
の
平
安
後
期
加
点
本
の
二
種

の
点
本
を
取
上
げ 、
そ
れ
ぞ
れ
全
巻
の
訓
点
附
本
文
の
写
真
を
上
段
に 、
そ
の

訓
点
の
訓
下
し
文
を
下
段
に
配
し
て 、
上
下
対
照
し
得
る
や
う
に
し 、
更
に 、

各
資
料
別
に
訓
点
の
研
究
を
論
述
し
て 、
そ
の
大
要
を
記
述
的
に
紹
介
さ
れ
て

ゐ
る 。本

文
の
写
真
は
網
目
版
で
あ
る
が 、
比
較
的
鮮
明
で
あ
る 。
妙
法
蓮
華
経

は 、
今
回
始
め
て
写
真
版
で
刊
行
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
が 、
原
本
に
は
白
点
が

入
念
に
加
点
さ
れ
て
を
り 、
料
紙
が
殺
紙
で
有
色
で
あ
る
乙
と
と
相
倹っ
て 、

写
真
は
非
常
に
明
瞭
で
あ
る 。
南
海
寄
帰
伝
の
写
真
は 、
漢
字
は
は
っ
き
り
と

読
取
る
と
と
が
出
来 、
墨
点
の
仮
名
は
辛
う
じ
て
読
め
る
が 、
朱
点
は
殆
ど
解

読
不
能
で
あ
る 。
乙
れ
は
か
や
う
な
写
真
版
と
し
て
は
致
し
方
無
い
乙
と
で

あ
り 、
巻
第
二
及
び
巻
第
四
は 、
既
刊
の
コ
ロ
タ
イ
プ
複
製
本
が
あ
る
か
ら 、

そ
れ
を
参
照
す
る
乙
と
も
出
来
る
が 、
巻
第一
は 、
今
回
始
め
て
全
巻
が
写
真

版
で
刊
行
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
か
ら 、
惜
し
ま
れ
る
乙
と
で
あ
る 。
し
か
し
コ

評〕〔書

の

研

究』

築

裕

島

ロ
タ
イ
プ
版
が
極
め
て
高
価
で
あ
る
現
在 、
止
む
を
得
な
い
と
と
と
考へ
ね
ば

な
ら
な
い
で
あ
ら
う 。

訳
文
は 、
原
本
の
仮
名
を
片
仮
名
で 、
ヲ
コ
ト

点
を
平
仮
名
で 、
解
読
者
の

補
読
は
(
)
に
包
ん
で
表
記
さ
れ
て
を
り 、
春
日
政
治
博
士
以
来
の
斯
界
の

方
針
に
適
っ
て
い
る 。
原
本
の
張
数
と
行
数
(
行
数
は
五
行
毎
に
誌
す)
と
を

注
し
て
あ
る 。
南
海
容
帰
伝
の
巻
第
二
に
つ
い
て
は 、
現
存
本
に
錯
簡
あ
る
乙

と
を
指
摘
さ
れ 、
正
し
か
るべ
き
順
に
修
正
さ
れ
て
ゐ
る 。

訳
文・
索
引
紡
は
今
回
始
め
て
公
刊
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
が 、
研
究
論
考

篇
は 、
著
者
が
以
前
に
島
根
大
学
論
集(
人
文
科
学)
に
「町
南
海
寄
帰
内
法
伝

の
訓
点」(
第
五
号 、
昭
和
三
十
年
二
月)
及
び「
竜
光
院
政
妙
法
蓮
華
経
の
訓

点」
(
第
十
六
号 、
昭
和
四
十一
年
十
二
月)
と
し
て
世
に
悶
は
れ
た
も
の
を

基
と
し
て 、
そ
れ
に
大
き
く

手
を
加へ
ら
れ
た
も
の
で
あ
る 。
研
究
編
は
両
編

と
も 、
概
説・
ヲ
コ
ト

点・
仮
名・
漢
字
の
義
注・
音
韻・
特
殊
な
渓
字
の
用

法・
文
法・
語
設
の
や
う
な
項
目
を
立
て
て
論
述
さ
れ
て
ゐ
る 。
ヲ
コ
ト

点・

仮
名
は
極
め
て
精
密
に
帰
納
さ
れ
て
ゐ
る 。
殊
に
法
華
経
の
場
合 、
そ
の
ヲ
コ

ト
点
は
中
院
僧
正
点
で
あ
る
が 、
ζ
の
点
を
加
へ
た
点
本
で
纏っ
た
量
の
あ
る

も
の
は
他
に
少
く 、
従
っ
て
本
研
究
に
お
い
て
実
際
の
点
本
か
ら
周
到
に
帰
納
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さ
れ
た
ヲ
コ
ト

点
図
は 、
中
院
僧
正
点
の
夙
い
時
期
の
形
態
を
示
す
も
の
で
あ

っ
て 、
乙
の
意
味
か
ら
し
て
も 、
乙
の
業
績
は
極
め
て
貴
重
で
あ
る 。
点
図
集

所
載
の
中
院
僧
正
点
は 、
本
古
点
と
異
る
所
が
多
い 。
星
点
の
盗
外
に
あ
る
も

の
(
ス・
ヨ
・
リ・
モ
等)
は
点
図
集
に
は
見
え
な
い
が 、
本
古
点
の
知
き
が

正
に
乙
の
点
の
原
初
形
態
で
あ
る
と
と
は 、
一回向
山
寺
蔵
本
大
日
経
疏
康
和
五
年

点
所
用
の
中
院
僧
正
点
な
ど
も 、
本
点
と
同
形
態
で
あ
る
ζ
と
な
ど
と
考へ
合

せ
て 、
明
か
で
あ
る 。
(
因
に
康
和
五
年
点
の
点
者
は 、
本
点
本
の
点
者
明
算

の
孫
弟
子
快
与
(
誉)
で
あ
る 。)

乙
れ
に
対
し
て 、
立日
制・
文
法・
語
会
等
の
項
目
に
つ
い
て
は 、
何
れ
も
問

題
点
を
摘
出
す
る
形
が
取
ら
れ
て
ゐ
て 、
必
ず
し
も
全
体
的・
休
系
的
に
は
捉

へ
ら
れ
て
ゐ
な
い 。
自
明
の
ζ
と
は
省
略
に
従
ふ
と
い
ふ
趣
旨
か
ら
出
ら
れ
た

も
の
と
は
思
ふ
が 、
乙
の
二
点
の
点
本
を 、
数
多
の
点
本
の
中
か
ら
特
に
取
上

げ
ら
れ
た
以
上 、
も
う
少
し
体
系
的
な
論
点
も
欲
し
い
所
で
あっ
た 。
例へ
ば

国
語
音・
漢
字
音
の
音
部
体
系 、
代
名
詞
の
語
設・
動
詞・
形
容
詞
の
活
用
の

体
系
な
ど 。
し
か
し 、
全
体
と
し
て 、
学
界
未
知
の
重
要
な
資
料
を
新
に
提
供

し 、
多
く
の
新
考
を
披
漉
し
て 、
学
界
を
益
せ
ら
れ
る
所
大
き
い
も
の
で
あ
る

ζ
と
は 、
一
言
ふ
ま
で
も
な
く
明
な
事
実
で
あ
る 。
そ
の
多
く
の
新
考
の
中 、
殊

に
顕
著
な
も
の
を
若
干
取
上
げ
て
見
た
い 。

一
つ
は 、
「
喪」
に
ホ
ロ
ヒ
く
と
附
制
さ
れ
た
も
の
に
つ
い
て
で
あ
っ
て 、

実
は
「
ホ
ロ
ヒ
く
た
り」
で
あ
っ
て 、
く
は
助
動
詞
ム
の
音
便
で
な
く 、
ヌ
の

連
用
形ニ
の
音
便
で
あ
る
と
と
を
明
に
さ
れ
た
乙
と
で
あ
る 。
ζ
れ
は
従
来
国

語
音
節
史
上
の
重
要
な
例
と
さ
れ
て
ゐ
た
も
の
で 、
そ
の
誤
読
で
あ
るζ
と
を

指
摘
し
て
正
し
い
訓
法
を
示
さ
れ
た
乙
と
は 、
大
き
な
意
義
が
あ
る
と
せ
ね
ば

な
ら
な
い 。
と
の
点
は
既
に
小
林
芳
規
氏
も
「
国
語
と
国
文
学」
(
昭
和
田
十
四

年
七
月
号)
誌
上
の
書
評
で
も
触
れ
ら
れ
て
ゐ
る
と
と
で
あ
る
が 、
私
と
し
て

も
是
非
揚
言
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
乙
と
で
あ
る 。

妙
法
蓮
華
経
古
点
で 、
「
尊
敬の
助
動
詞」
に
ル
・
ラ
ル
が
使
用
さ
れ
て
ゐ

る
(「
見」
の
字
の
訓
と
し
て)
と
と
も 、
重
要
な
報
告
で
あ
る 。
「
見」
字

の 、
漢
文
に
お
け
る
用
法
に
つ
い
て
も 、
知
り
た
い
乙
と
が
多
い
が 、
と
に
か

く 、
従
来
訓
点
本
に
は
見
ら
れ
な
い
と
さ
れ
て
ゐ
た
と
の
語
が 、
か
や
う
に
数

例
も
報
告
さ
れ
た
乙
と
は 、
注
目
すべ
き
こ
と
で
あ
る 。

語
誌
の
考
証
に
関
し
て
も 、
従
来
知
ら
れ
な
か
っ
た
珍
し
い
語
致
を
多
く

紹

介
し 、

豊
富
な
傍
証
に
よ
っ
て
論
述
さ
れ
て
ゐ
る 。
法
華
経
古
点
の
ヌ
レ
ス

ヶ 、
ノ
ヅ
チ 、
ヒ
ラ
ム 、
ミ
ヅハ 、
南
海
容
帰
伝
古
点
の
ア
ヲ
ビ
エ
・

イ
ウ
ツ

ス・
イ
サ
(
シ)
ム
・

ウ
ツ
ラ・
カ
ヒ
ロ
ク・
カ
ワ・
コ
ト
ウ
ケ・
タ
カパ
カ

リ・
チ
キ
リ
カ
ウ
フ
リ・
ツ
ツ
セ
シ・
ナ
フ
サ
ナ
フ
サ・
ナ
メ
ツ
キ・
ナ
モ

ミ・
マ
ヘ 、タ
レ・
マ
メ
ツ
キ・
ヤ
ガ
夕 、ク
ル
マ
・

ヤ
ワ
フ
な
ど
は
そ
の
例
で
あ

る 。
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本
書
に
よ
っ
て
教
示
を
受
け
た
所
は
極
め
て
多
い
の
で
あ
る
が 、
読
み
進
ん

で
行
く

途
中
で 、
私
な
り
に
抱
い
た
疑
問
又
は
小
見
が
若
干
あ
る 。
そ
れ
を
次

に
述べ
た
い
と
思
ふ 。

〔
妙
法
蓮
華
経
古
点〕

三一
一
頁
K
明
算
大
徳
の
事
院
に
つ
い
て 、
竜
大
の
仏
教
大
辞
梨
か
ら
説
明

を
引
用
さ
れ
て
済
ま
さ
れ
て
ゐ
る
が 、
高
野
春
秋・
血
脈
類
来
記
そ
の
他
多
く

の
原
史
料
に
直
接
基
い
て
更
に
詳
論
せ
ら
るべ
き
で
は
な
か
っ
た
か 。
と
の
ζ

と
は
本
古
点
の
資
料
的
性
格
を
究
明
す
る
為
に
必
要
な
こ
と
の
や
う
に
恩
は
れ

る 。
即
ち 、
明
算
は 、
経
山内
に
よ
っ
て
自
ら
の
見
解
に
法
い
て
新
に
加
点
し
た

場
合
と 、
先
学
か
ら
訓
法
を
承
継
い
だ
場
合
と
が
あ
っ
た
ら
し
い
ζ
と
は 、
大

坪
博
士
の
推
測
さ
れ
た(
三一
一
頁
上)
通
り
で
あ
ら
う
と
恩
ふ
が 、
ζ
の
や
う

な
事
情
が
何
故
に
生
じ
た
の
か 、
又 、
そ
れ
が
訓
点
史
上 、
ど
の
や
う
な
窓
味



を
持
っ
か
に
つ
い
て
の
著
者
の
見
解
を
承
り
た
い
所
で
あ
る 。
な
ほ 、
「
大
枇

底
遮
那
経
供
養
次
第
法
疏」
を
「
大
日
経
疏」
と
略
称
し
て
を
ら
れ
る
(一一
二

一
頁
下)
が 、
一
般
に
「
大
日
経
疏」
は
「
大
枇
虚
遮
那
経
疏」
の
略
で
あっ

て 、
別
々
の
本
で
あ
る
か
ら 、
ζ
の
略
称
は
如
何
で
あ
ら
う
か 。

三一
三
頁
の
ヲ
コ
ト

点
の
精
綾
な
乙
と
は
前
述
の
通
り
で
あ
る
が 、
朱
点
の

ヲ
コ
ト

点
に
つ
い
て 、
星
点
は
三
論
点
と
全
同
の
趣
を
述べ
ら
れ
て
ゐ
る
が 、

示
さ
れ
た
点
図
に
よ
る
と 、
士宮
の
外
方
に
右
上
に
シ 、
右
下
に
タ
が
あ
り 、
か

や
う
な
定
外
の
点
は 、
平
安
初
期
の
大
唐
三
蔵
玄
笑
表
啓
古
点
に
も
そ
の
例
が

あ
り 、
又 、
中
院
僧
正
点
に
も
例
が
あ
り
な
が
ら 、
ヲ
コ
ト

点
全
体
と
し
て
は

必
ず
し
も
多
く
は
な
い
乙
と
で
あ
り 、
と
の
朱
点
の
ヲ
コ
ト

点
が
星
点
以
外
は

全
く

独
自
な
も
の
で
あ
る
乙
と
と
も
考へ
合
せ
て 、
点
法
史
上
注
目
すべ
き
資

料
の
や
う
に
愚
考
す
る 。

音
韻
の
項
で 、
ヲ
コ
ト

点
を
資
料
と
し
て 、
例
え
ば
「
除をく」
「
起をきて」

な
ど
を
オ
と
ヲ
と
の
混
同
の
例
と
し
て
示
さ
れ
て
ゐ
る
が 、
理
論
的
に
は 、

「
お」
「
を」
二
種
の
ヲ
コ
ト

点
が
使
ひ
分
け
ら
れ
て
ゐ
る
の
で
な
い
限
り
は 、

乙
れ
は
立
論
の
根
拠
と
し
て
は
弱
い
の
で
は
な
い
か 。
少
く
と
も
二
次
的
傍
証

の
地
位
し
か
与へ
ら
れ
ぬ
の
で
は
な
い
か
と
恩
ふ 。
因
に
三
二
O
頁
下
の
「
ワ

を
ハ
と
する
も
の」
の
項
で
は
「
把ヒハレ」
(ニ
ロ一
3)
も
と
の
例
に
加
ふ

べ
き
も
の
の
如
く
で
あ
る 。
又
向
頁
の
〔司
自〕
〔
日〕
の
〔
日〕
は 、
ど
の
や

う
な
根
拠
で
使
用
さ
れ
た
も
の
か 、
そ
の
理
由
を
伺
ひ
た
い
と
恩
ふ 。
又
三
二

一
頁
上
の
「
済ワタて」
「
挙コソて」
「
無かっ」
な
ど 、
ヲ
コ
ト

点
を
援
用
し
た

も
の
を 、
促
音
便
の
例
と
さ
れ
た
の
は
如
何
で
あ
ら
う
か 。
「
ワ
タ
(
リ)

て」

「(
ナ)
か
(
リ)

つ」
な
ど
の
「
(
リ)」
の
省
記
で
は
な
い
と
い
ふ
保
証
が

無
け
れ
ば 、
促
音
便
の
例
と
は
な
り
難
い
の
で
は
な
か
ら
う
か 。

三
二
四
頁
以
下
の
「
当」
「
将」
な
ど
の
再
読
字 、
文
は
「出昆」
「
況」
な
ど

言!I点資料の研究評〕〔書

の
虚
字
類
の
訓
法
に
つ
い
て
は 、
既
に
小
林
芳
規
氏
な
ど
の
論
も
多
い
の
で
あ

る
が 、
そ
れ
ら
他
の
研
究
と
ど
の
や
う
に
関
り
合
ふ
の
か 、
殊
に
小
林
氏
の
言

は
れ
る 、
虚
字
訓
法
の
史
的
変
遷
の
中
で
乙
の
点
本
の
例
を
ど
の
や
う
に
位
置

づ
け
よ
う
と
さ
れ
る
の
か 、
明
言
さ
れ
て
欲
し
か
っ
た
と
思
ふ 。
因
に
三
二
四

頁
下
に
「
欲をす」
を
オ
モ
ホ
ス
と
訓
ぜ
ら
れ
て
ゐ
る
が 、
オ
モ
ホ
ス
の
語
は

当
時
既
に一
般
に
は
用
ゐ
ら
れ
な
く
な
っ
て
ゐ
た
語
か
と
考へ
ら
れ
る 。

三
三
三
頁
上
段
に 、
本
点
に
ダ
モ
の
み
あ
っ
て
ス
ラ
の
見
え
ぬ
ζ
と
を
指
摘

さ
れ 、
更
に
「
大
日
経
天
喜
点
に
も
ダ
モ
だ
け
で
ス
ラ
は
な
い
か
ら 、
明
算
は

ス
ラ
を
用
ゐ
ず 、
ダ
モ
で
通
し
た
と
い
ふ
こ
と
に
な
り
さ
う
で
あ
る」
と
述べ

ら
れ
て
ゐ
る
が 、
大
日
経
は
明
算
自
身
の
点
で
は
な
く 、
小
野
阿
閤
梨
成
尊
か

ら
受
学
し
た
大
師
御
点
本
に
よ
っ
た
点
で
あ
る
か
ら 、
乙
の
叙
述
は
妥
当
で
な

い 。
上
に
大
坪
博
士
が
「
大
日
経
と
大
日
経
疏
は 、
先
学
の
訓
法
に
従
ひ 、
法

華
経
は
自
ら
の
訓
法
に
よ
っ
た
結
果
な
の
で
あ
ら
う
か」
と
す
る
論
と
の
間
に

一
貫
性
を
欠
く

や
う
に
恩
は
れ
る 。

〔
南
海
寄
帰
伝
古
点〕

南
海
寄
帰
伝
の
古
点
の
基
本
点
が 、
宝
櫨
院
点
で
あ
る
乙
と
は 、
既
に
中
田

祝
夫
博
士一
の
指
摘
さ
れ
た
通
り
で
あ
る
が 、
そ
れ
が
天
台
宗
の 、
然
も
比
叡
山

系
統
の
学
侶
の
所
用
の
点
で
あ
る
と
と
も
ま
た 、
中
田
博
士
の
明
に
さ
れ
た
所

で
あ
る 。
ζ
れ
に
対
し
て 、
同
じ
本
蓄
に
加
へ
ら
れ
た
別
点
の
ヲ
ト
コ
点
の
あ

る
乙
と
が
木
下
正
俊
氏
に
よ
っ
て
指
摘
さ
れ 、
そ
の
点
が
西
基
点
で
あ
る
乙
と

を
論
ぜ
ら
れ
た 。
大
坪
博
士
も 、
そ
れ
に
よ
っ
て 、
西
基
点
と
認
定
さ
れ
て
ゐ

る 。
所
で 、
中
田
博
士
に
よ
る
と 、
西
基
点
を
使
用
し
た
の
は
天
台
宗
で
も
寺

門
派
三
井
寺
の
系
統
の
学
僧
で
あ
り 、
山
門
派
の
比
叡
山
と
は
別
流
で
あ
っ

た 。
乙
の
乙
と
は 、
当
時
の
古
点
本
を
見
渡
し
て
考へ
で
も 、
全
く

正
当
な
考

察
で
あ
る
と
思
考
す
る 。
然
る
に 、
乙
の
本
に
於
て
両
者
が
併
用
さ
れ
て
ゐ
る
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(
大
坪
博
士
は 、
西
基
点
が
先
で
宝
随
院
点
は
後
と
見
て
を
ら
れ
る
〈
三
五
七

頁
下〉)
と
と
に
つ
い
て
は 、
何
等
か
の
説
明
が
必
要
で
あ
る 。
私
に
案
ず
る

に 、
乙
の
別
点
は 、
全
く
星
点
の
み
で
あ
っ
て 、
線
点
の
類
は
用
ゐ
ら
れ
て
ゐ

な
い 。
乙
れ
を(
仁
都
波
迦
点
に
非
ず
し
て)
西
基
点
と
認
定
さ
れ
た
の
は 、
星

点
の
右
中
央
が
シ
で
あっ
て 、
乙
れ
が
西
基
点
の
特
徴
で
あ
り 、
こ
と
が
卜

で

あ
れ
ば
仁
都
波
迦
点
で
あ
る
筈
だ
か
ら 、
区
別
し
得
るζ
と
と 、
中
央
右
下
容

の
星
点
の
ミ

が
西
基
点
に
合
致
す
る
こ
と
に
よ
っ
た
も
の
と
思
は
れ
る 。
然
る

に 、
仁
都
波
迦
点
も 、
そ
の
初
期
に
は
右
中
央
が
ト

で
な
く
て
西
基
点
と
同
じ

く
ジ
で
あ
っ
た
ゃ
う
で
あ
り 、
(
築
島
裕
「
平
安
時
代
語
新
論」
五一
頁)
又
中
央

右
上
寄
の
星
点
は 、
一
本
に
よ
れ
ば
ミ
で
あ
っ
た
と
も
考へ
ら
れ
る
乙
と
で
あ

っ
て 、
少
く
と
も
ζ
の
星
点
だ
け
か'り
し
て
は 、
と
れ
を
「
西
基
点」
と
断
ず

る
乙
と
は
難
し
い
の
で
は
な
い
か 。
私
は
寧
ろ
「
第一
群
点」
(
テ
ヲ
ニ
ハ
点)

の一
種
と
見
た
い 。
第一
群
点
に
属
す
る
諸
点
が
叡
山
で
用
ゐ
ら
れ
て
ゐ
た
と

と
は 、
中
田
博
士
も
指
摘
さ
れ
て
ゐ
る
、通
り
で
あ
り
(「
古
点
本
の
国
語
学
的

研
究
総
論
篇」
二
六
九
頁・
四
七
七
頁) 、
私
も
論
及
し
た
乙
と
が
あ
る 。
(
上

掲
寄
五
四
頁)
又
宝
櫨
院
点
と
第一
群
点
と
が
併
用
さ
れ
て
ゐ
る
点
本
に
は 、

菩
提
場
所
説一
字
頂
輪
王
経
(
宮
内
庁
舎
陵
部
政)
(
承
保
二
年
〈一
O
七
五〉

識
語)
が
あ
る
ζ
と
も 、
中
国
博
士
に
よ
り
指
摘
さ
れ
て
ゐ
る
通
り
で
あ
る

(
前
掲
書) 。
以
上
の
如
き
理
由
か
ら 、
私
は 、
と
の
別
点
は 、
第一
群
点
の

一
流
で
あ
っ
て 、
宝
盤
院
点
と
併
せ
用
ゐ
ら
れ
て
ゐ
た
叡
山
の
点
で
あ
っ
た
の

で
は
な
い
か
と
見
た
い
の
で
あ
る 。

三
六一
頁
に
ス
の
仮
名
の
字
体
に
ー

を
用
ゐ
で
あ
る
乙
と
を
取
上
げ 、
西
基

点
に
特
有
の
字
体
で
あ
る
こ
と
を 、
門
田
文
雄
氏
の
論
を
援
用
し
て
説
か
れ
た

が 、
乙
れ
は
既
に
春
日
政
治
博
士
の
論
に
も
あ
る
如
く 、

(
片
仮
名
の
研
究
五

O
頁)
円
堂
点
の
点
本
で
院
政
時
代
以
後
ま
で
伝へ
ら
れ
た
も
の
で
あ
り 、
必

ず
し
も
西
基
点
特
有
の
も
の
と
は
考へ
ら
れ
な
い 。
平
安
後
期
頃
ま
で
は一
般

に
行
は
れ
て
ゐ
た
も
の
と
見
る
べ
き
で
は
な
い
か 。

三
六
八・
三
六
九
頁
で 、
婦
を
ヨ
ム 、
控
を
ク
く
と
記
し
た
の
を
「
誤」
と

さ
れ
て
ゐ
る
が 、
ζ
の
資
料
の
内
の
他
の
多
数
の
例
と
比
し
て
例
外
的
で
あ
る

と
い
ふ
の
な
ら
ば
判
る
が 、
D
を
ム 、
u
を
く
で自記
し
た
例
は 、
他
文
献
に
も

見
え
る
の
で
あ
り 、
単
な
る
表
記
の
不
統一
と
見
る
乙
と
も
可
能
で
あ
っ
て 、

直
に
発
音
の
混
同
と
す
る
乙
と
は
如
何
で
あ
ら
う
か 、
因
に
「
潟コ・」
の・

は
省
筆
符
号
と
見
て
を
ら
れ
る
が 、
舌
内
接立日
尾
n
及
び
舌
内
入
芦
尾
t

の
表

記
に・
を
周
ゐ
た
例
も
他
に
あ
る
乙
と
故 、
(「
平
安
時
代
語
新
論」
四一
七・

四
二
O
頁)
t

の
表
記
形
態
の一
と
見
る
と
と
も
可
能
で
は
な
か
ら
う
か 。

三
七
O
頁
に
「
樟クヰ
ニ
「
唇スヰ
こ
等
を
「
無
理
に
合
劫
音
化
し
た」
と

し
「「
唇
は
シ
ュ
ン
ま
た
は
シ
ン
と
あ
る
べ
き
で
あ
ら
う」
と
述べ
ら
れ
て
ゐ

る
が 、
と
の
種
のA口
動
音
表
記
は
寧
ろ
当
時
の
通
例
で
あ
り 、
「
シ
ュ
ン」
な

ど
は
寧
ろ
比
較
的
新
し
い
形
な
の
で
は
な
い
か 。

三
七
五
頁
に
拙
著
を
引
用
さ
れ
て
「
除」
に
朱
で
コ
リ
テ
と
あ
る
ζ
と
を
言

わ
れ
た
所
で 、
私
の
訳
文
で
は
ヨ
リ
テ
と
読
ん
で
あ
る
と
さ
れ
て
ゐ
る
が 、
訳

文
の
注
で
も 、
索
引
で
も 、
「(
ノ
ゾ)
コ
リ
テ」
と
も
考
え
ら
れ
る
趣
を
私
は

述べ
て
お
い
た 。

，

三
七
六
頁
に
挙
げ
ら
れ
た 、
和
訓
の
声
点
に
つ
い
て
用
例
を
集
め 、
類
衆
名

義
抄
の
声
点
の
例
を
併
掲
さ
れ
て
ゐ
る 。
私
見
に
よ
れ
ば 、
恐
ら
く

両
者
共
通

の
体
系
に
基
く
も
の
と
思
は
れ
る
が 、
活
用
形
の
異
同
な
ど
も
あ
り 、
そ
れ
に

つ
い
て
の
御
見
解
も
伺
ひ
た
か
っ
た
所
で
あ
る 。
因
に
本
点
が
単
点・
の
み
で

あ
っ
て 、
濁
点
の
無
い
と
と
は 、
声
点
の
発
達
史
上 、
比
較
的
夙
い
段
階
を
示

し
て
ゐ
る
の
で
は
な
い
か
と
恩
は
れ
る 。

三
八一
頁
に
「
然
後」
を
シ
カ
シ
テ
ノ
チ
と
訓
む
と
さ
れ
て
ゐ
る
が 、
私
の
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知
る
限
り
で
は
シ
カ
シ
テ
ノ
チ
と
い
ふ
訓
法
は
比
較
的
後
で
あ
り 、
古
く
は
シ

カ
ウ
シ
テ
ノ
チ
で
は
な
か
っ
た
か
と
思
ふ 。

au、
に
アヶィ、
を

三
八
五
頁
に
「
被ニ
他
挙
予
罪
」
の
ア
ケ
イハ
の
イハ
を
誤
点
か
と
さ
れ

て
い
る
が 、
「
挙
げ
言
ふ」
と
い
う
動
詞
の
未
然
形
と
考へ
る
こ
と
は
出
来
な

い
で
あ
ら
う
か 。

三
八
七
頁
に
動
詞
カ
カハ
ル
の
下
二
段
活
用
を「
誤
用」
と
さ
れ
て
ゐ
る
が 、

乙
の
活
用
形
式
が
当
時一
般
的
で
あ
っ
た
こ
と
は
既
に
明
か
で
あ
っ
て
(「
平

安
時
代
の
漢
文
訓
読
語
に
つ
き
て
の
研
究」
六
O
O
頁)
ζ
れ
を
誤
用
と
見
る

の
は
如
何
か
と
恩
ふ 。

四
O
二
頁 、
イ
ウ
ツ
ス
の
語
を 、
ウ
ツ
ス
に
接
頭
語
の
イ
を
添へ
た
の
で
あ

ら
う
と
さ
れ
る
が 、
イ
は
上一
段
活
用
動
詞
イ
ル
の
連
用
形
と
見
得
る
の
で
は

な
い
か 。
又
同
じ
頁
に
挙
げ
ら
れ
た
「
遺
:

授」
の
イ
サ
シ
ム
の
語
も 、
イ
ル

の
派
生
語
と
見
る
と
と
が
許
さ
れ
る
の
で
は
な
い
か
(
正
し
く
は
イ
シ
ム
と
あ

るべ
き
で
あ
ら
う
が) 。

四
O
三
頁
に
「
珍」
字
の
義
釈
に
解
鏡
抄
を
用
い
ら
れ
て
ゐ
る 。
勿
論
乙
の

本
の
注
釈
舎
と
し
て
言
及
さ
れ
る
の
は
当
然
で
あ
る
が 、
若
し
字
義
の
解
明
を

目
的
と
す
る
な
ら
ば 、
例へ
ば
新
撰
字
鏡
(
天
治
本)
に
「
弥時叫細川…也」

(
十一
ノ
七
ウ
五)
な
ど
を
援
用
さ
れ
て
よ
い
の
で
は
な
い
か 。

四
O
三
頁 、
「
芝」
の
ウ
ツ
ム
は
ウ
ヅ
ム
で
あっ
て 、
埋
葬
し
た
意
な
の
で

は
な
い
か 。

四
O
七
頁 、
ス
ル
ド
ナ
リ
の
乙
と
に
つ
い
て
は 、
既
に
山
田
忠
雄
氏
の
詳
論

が
あ
る
乙
と
に
言
及
さ
れ
て
然
る
べ
き
で
は
な
い
か 。

四
O
七
頁 、
「
畔」
字
の
訓
と
し
て
タ
ト
リ
を
挙
げ
て
お
ら
れ
る
が 、
私
の
ノ

ー
ト

で
は
ホ
ト
リ
と
訓
取
っ
て
い
る 。
中
の
字
体
が
タ
に
近
く

見
え
た
為
に
と

の
や
う
に
訓
ま
れ
た
の
で
は
な
い
か 。

評〕〔首

こ
の
他 、
本
文
の
方
で 、
「
感
敷」
の
訓
つ不・
・
・」

を
つ不
剖コ
ロ」

と
補
読
さ
れ
て
ゐ
る
が 、
乙
の
時
代
と
し
て
は
ネ
叫コ
ロ
の
方
が一
般
的
で
は

あ
る
ま
い
か 。

以
上 、
恩
ひ
っ
く
ま
』
に
慰
見
を
述べ
連
ね
て
来
た 。
却
っ
て
当
を
失
し
た

妄
言
も
多
い
か
と
健
れ
て
ゐ
る 。
そ
の
際
は
何
卒
著
者
並
に
学
界
各
位
の
御
海

容
御
叱
正
を
仰
ぎ
た
い 。

且寂
後
に 、
要
職
の
劇
務
の
中
に
在
っ
て 、
能
く
か
や
う
な
大
作
を
完
成
さ
れ

た
大
坪
博
士
の
御
精
進
に
深
い
敬
意
を
表
し 、
向
後
の
御
健
康
と
御
発
展
と
を

祈
り
奉
る
も
の
で
あ
る 。

(
A
5
四一
六
+
四
八
頁 、
昭
和
田
十
三
年
六
月
十
五
日 、
風
間
書
房
刊 、

九
八
O
O
円)

-
東
京
大
学
助
教
授
l
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